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今月の表紙：金沢城・石川門と桜 

撮影：舟野 喜代子（北陸ミロク会計人会）　場所：石川県金沢市

消費税増税に伴う実務対応
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所在地
【本部】 石川県金沢市鞍月4-133 KCビル6F
【虎ノ門事務所】 東京都港区虎ノ門1-12-1虎ノ門第一法規ビル
【町田事務所】 東京都町田市森野1-9-18 プリマ・コスモ5F
【名古屋事務所】 愛知県名古屋市中川区高畑2-14
 　　  シェルコート高畑2F

【津事務所】 三重県津市広明町358 オオハシビル4F

TEL 076-268-6575（本部）
設立 2018年
職員数 89名（法人全体）
URL https://shin-yamato.or.jp

最
重
要
課
題
で
あ
る

事
業
承
継
支
援
に
注
力

―
新
大
和
税
理
士
法
人
は
平
野
先
生
が
中

心
と
な
っ
て
、
複
数
の
事
務
所
と
と
も
に
立

ち
上
げ
ら
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

平
野 

豊
代
表
（
以
下
、
敬
称
略
）　

1
9
9
0

年
の
開
業
当
時
は
個
人
事
務
所
で
し
た
が
、

約
8
年
前
に
平
野
税
理
士
法
人
と
し
て
法
人

化
を
果
た
し
、2
0
1
8
年
12
月
、
私
た
ち

の
ほ
か
に
東
京
都
の
2
拠
点
、
愛
知
県
名
古

屋
市
と
三
重
県
津
市
の
そ
れ
ぞ
れ
1
拠
点
の

事
務
所
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
新
法
人
を
設
立

し
ま
し
た
。

―
組
織
と
し
て
の
変
化
と
と
も
に
、
こ
の

約
10
年
の
間
に
平
野
先
生
ご
自
身
の
意
識
も

大
き
く
変
わ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

平
野　

北
陸
税
理
士
会
や
日
本
税
理
士
会
連

合
会
（
日
税
連
）
の
活
動
に
携
わ
り
、
そ
れ

ら
を
通
し
て
全
国
各
地
の
素
晴
ら
し
い
先
生

方
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
く
機
会
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
税
理
士
会
や
税

理
士
制
度
の
歴
史
と
意
義
を
あ
ら
た
め
て
学

び
、
税
理
士
業
界
全
体
の
維
持
・
発
展
を
強

く
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
は
会
務
運
営
や
事
務
所
経
営
の
な
か
で
、

い
か
に
税
理
士
と
し
て
社
会
貢
献
で
き
る
か

を
常
に
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

―
北
陸
税
理
士
会
の
会
務
運
営
を
通
じ
て
、

税
理
士
業
界
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
か
。

平
野　

中
小
企
業
支
援
、
特
に
事
業
承
継
支

援
に
最
も
注
力
し
ま
し
た
。
日
本
が
抱
え
る

2018 年 12月、異なる地域の複数の事務所によって設立された新大和税理士法人。その代表として金沢市に拠点を持つ
平野 豊先生は、これまで税理士会の会務運営に携わるなかで、税理士業界全体の未来を見据えて
中小企業支援事業に注力してきました。その取り組みや新法人の今後の展開について、お話しいただきました。

税理士業界全体の未来を見据えつつ
志を同じくする事務所と新法人設立

新大和税理士法人

金沢市

事 務 所 訪 問

新法人のロゴマークは、国の特
別天然記念物に指定されている

「加茂の大楠」（徳島県）をイメー
ジしたもの。 国内外各地の巨木
を見て回る趣味をお持ちの平野
先生にちなんだ意匠です

2月刊税理士事務所CHANNEL



っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
で
北
陸
税
理
士
会

で
は
17
年
4
月
、
全
国
に
先
駆
け
て
事
業
承

継
支
援
サ
イ
ト
「
担
い
手
探
し
ナ
ビ
」
を
開

設
。
こ
の
動
き
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
18

年
10
月
に
は
日
税
連
で
全
国
規
模
の
同
様
の

サ
イ
ト
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
税
理

士
が
関
与
先
企
業
の
窓
口
と
な
っ
て
引
き
継

ぎ
先
を
探
す
登
録
制
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト

で
、
北
陸
税
理
士
会
で
は
約
1
4
0
0
人
の

会
員
の
う
ち
1
0
0
0
人
以
上
が
登
録
・
利

用
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
全
国
展
開
後
は
毎

週
1
0
0
を
超
え
る
事
務
所
が
新
規
に
加
わ

っ
て
い
る
そ
う
な
の
で
、
今
後
も
着
実
に
登

録
者
数
を
増
や
し
、
税
理
士
に
よ
る
事
業
承

継
の
実
績
を
挙
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
5
年
前
に
設

立
さ
れ
た
日
税
連
の
中
小
企
業
対
策
部
が
担

当
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
部
門
が
つ
く

ら
れ
た
の
も
、
北
陸
税
理
士
会
で
中
小
企
業

支
援
対
策
部
を
発
足
し
た
の
が
き
っ
か
け
で

し
た
。

―
北
陸
は
ま
さ
に
中
小
企
業
支
援
の
先
駆

け
の
地
な
の
で
す
ね
。

平
野　

約
3
8
0
万
社
あ
る
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
う
ち
、
法
人
は
2
5
0
万
社

ほ
ど
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
税
理
士
が
関
わ

っ
て
い
ま
す
。
国
や
金
融
機
関
以
上
に
企
業

と
関
係
が
深
い
存
在
と
し
て
、
私
た
ち
は
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
支
援
の
主
役
で
な

課
題
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
が
深
刻
で
す
。
私
た

ち
税
理
士
の
関
与
先
の
大
多
数
を
占
め
る

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
数
は
、
90
年

代
初
頭
に
は
4
8
0
万
ほ
ど
だ
っ
た
の
が
、

2
0
1
6
年
頃
に
は
3
8
0
万
に
ま
で
減

少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
経
営
者
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
ゾ
ー
ン
は
い
ま
や
60
代
後
半
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
先
5
年
、
10
年
で
団
塊
の
世
代

が
一
斉
に
引
退
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
数
は

百
数
十
万
社
以
上
と
も
言
わ
れ
、
そ
の
う
ち

後
継
者
が
決
ま
っ
て
い
る
企
業
は
半
分
以
下

で
あ
り
、
当
然
、
企
業
数
は
激
減
す
る
で
し

ょ
う
。
税
理
士
業
界
に
と
っ
て
、
そ
し
て
日

本
経
済
に
と
っ
て
由
々
し
き
事
態
を
少
し
で

も
食
い
止
め
る
た
め
に
、
い
か
に
事
業
承
継

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
か
が
喫
緊
の
課
題
と
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

税
理
士
と
し
て
の
本
分
を
貫
き

全
国
展
開
を
目
指
す

―
新
法
人
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
東
京
と
名
古
屋
、
津
の
事
務
所
と
は
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

平
野　

こ
れ
ま
で
も
金
沢
市
内
の
関
与
先
企

業
が
東
京
に
進
出
し
た
り
、
逆
に
東
京
の
企

業
が
北
陸
進
出
し
た
り
、
と
い
っ
た
機
会
に

は
他
地
域
の
事
務
所
と
情
報
交
換
や
関
与
先

紹
介
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
協
力
体
制
を
よ
り
強
固
で
効
率
的

な
も
の
に
し
よ
う
と
連
携
を
深
め
て
い
る
う

ち
に
、
地
域
の
枠
を
超
え
て
合
併
す
る
案
が

持
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
各
事

務
所
の
代
表
同
士
は
税
法
の
研
修
や
海
外
視

察
な
ど
を
ご
一
緒
す
る
な
か
で
人
間
関
係
を

築
い
て
き
た
方
々
で
す
。
こ
の
信
頼
関
係
が
、

合
併
・
新
法
人
設
立
の
土
台
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
新
大
和
税
理
士
法
人
と
い

う
名
称
は
、
い
ず
れ
は
大
阪
や
福
岡
な
ど
に

も
拠
点
を
築
い
て
全
国
展
開
し
た
い
と
い
う

思
い
を
、
日
本
の
歴
史
的
古
称
で
あ
る
「
大

和
」
に
込
め
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
新
た
な

時
代
を
担
っ
て
い
く
存
在
と
し
て
「
新
」
と

い
う
文
字
を
冠
し
ま
し
た
。

―
地
域
内
の
事
務
所
同
士
が
統
合
す
る

例
は
多
い
で
す
が
、
地
域
の
垣
根
を
ま
た
い

で
こ
れ
だ
け
広
範
囲
に
複
数
の
事
務
所
が
新

法
人
を
組
織
す
る
こ
と
は
稀
だ
と
思
い
ま
す
。

立
ち
上
げ
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
コ

ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

平
野　

当
事
務
所
で
は
開
業
当
初
か
ら
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
、
新
設
法
人
設
立
に
あ
た
り
次

の
4
つ
の
経
営
理
念
に
ま
と
め
て
掲
げ
て
い

ま
す
。

・
関
与
先
支
援　

関
与
先
企
業
の
永
続
・
発

展
に
資
す
る
た
め
、
税
務
専
門
家
と
し
て

高
度
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
ひ
い
て
は

国
や
地
域
の
経
済
社
会
の
発
展
に
貢
献
す

る
。

・
税
理
士
の
使
命　

申
告
納
税
制
度
の
理
念

の
も
と
、
納
税
者
と
の
強
い
信
頼
関
係
を

構
築
し
、
納
税
義
務
の
適
正
な
実
現
と
い

う
税
理
士
の
使
命
を
果
た
す
。

・
税
制
と
税
理
士
制
度　

公
平
公
正
な
税
制

の
実
現
と
税
理
士
制
度
の
更
な
る
発
展
に

寄
与
す
る
為
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

・
組
織
運
営　

組
織
構
成
員
の
充
実
し
た
職

業
生
活
の
達
成
に
向
け
、
構
成
員
間
で
の

自
由
闊
達
な
意
見
交
換
を
基
本
に
し
た
組

織
運
営
に
努
め
る
。

　

各
事
務
所
も
こ
の
理
念
の
も
と
に
、
連
携

し
て
関
与
先
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
当
事
務
所
は
資
産
税
関

係
の
案
件
で
経
験
が
多
く
、
名
古
屋
の
事
務

所
は
医
業
専
門
、
東
京
都
の
事
務
所
は
M
＆

A
や
国
際
事
業
を
多
数
手
掛
け
て
い
る
な
ど
、

新体制になり、広域法人の本部機能を担う金沢事務所

3 月刊税理士事務所CHANNEL



平
野　

事
務
所
同
士
で
一
緒
に
職
員
旅
行
を

実
施
す
る
な
ど
親
睦
を
深
め
、
若
手
同
士
の

交
流
も
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

医
業
関
係
の
案
件
は
名
古
屋
の
事
務
所
に
任

せ
る
な
ど
、
関
与
先
の
割
り
振
り
や
共
有
も

進
め
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う

に
い
ず
れ
全
国
各
地
に
拠
点
を
展
開
で
き
た

あ
か
つ
き
に
は
、
本
拠
地
は
利
便
性
か
ら
考

え
て
東
京
に
置
く
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
現
在
の
と
こ
ろ
私
が
代
表
を
引
き
受

け
、
こ
の
金
沢
が
本
拠
地
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
私
も
も
う
60
代
半
ば
で
す
。
次
代
を
担

う
人
材
を
育
て
る
た
め
に
も
、
各
拠
点
同
士

で
の
人
事
交
流
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た

そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
所
に
得
意
分
野
が
あ
る
の

で
、
今
後
は
多
く
の
関
与
先
に
よ
り
幅
広
く

高
度
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
複
数
の
事
務
所
で
広
範
な
地
域
を

カ
バ
ー
す
る
こ
と
で
、
特
に
事
業
承
継
の
相

談
案
件
に
地
域
の
枠
を
超
え
た
合
併
や
統
合

を
幅
広
く
提
案
で
き
る
こ
と
も
、
関
与
先
に

と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

新
法
人
と
税
理
士
業
界
の

中
長
期
的
な
展
望

―
現
在
の
各
拠
点
事
務
所
同
士
の
連
携
状

況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

い
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
税
理
士
業
界
全
体
の
展
望
も
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

平
野　

や
は
り
、
進
歩
す
る
I
C
T
や
A
I

を
い
か
に
取
り
入
れ
て
い
く
か
が
大
き
な
課

題
と
な
る
で
し
ょ
う
。
巷
で
は
「
こ
れ
ら
先

端
技
術
の
導
入
で
税
理
士
や
会
計
事
務
所
の

仕
事
が
な
く
な
る
」
と
い
う
意
見
も
さ
さ
や

か
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
そ
の
あ
た
り
を
見

極
め
よ
う
と
、
18
年
6
月
に
バ
ル
ト
三
国
の

エ
ス
ト
ニ
ア
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。
か
の

国
は
世
界
最
先
端
の
電
子
政
府
シ
ス
テ
ム
を

実
現
さ
せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
、I
T
化
が
進
む

国
の
姿
と
し
て
日
本
の
税
理
士
業
界
で
も
注

目
度
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

率
は
1
割
台
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
が
、
エ
ス

ト
ニ
ア
で
は
15
歳
以
上

の
国
民
に
電
子
I
D
カ

ー
ド
の
所
持
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
、
ワ
ン

I
D
・
ワ
ン
パ
ス
ワ
ー

ド
で
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
国
税
庁
と
政

府
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
大
規
模
な
会
計
事

務
所
の
現
場
を
視
察
し

て
私
が
確
信
し
た
の
は
、
ど
れ
だ
け
電
子
化

が
進
ん
で
も
、
複
雑
な
税
務
業
務
な
ど
の
ケ

ー
ス
は
最
後
は
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ

ス
だ
と
い
う
こ
と
。
仕
事
が
A
I
に
奪
わ
れ

る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
A
I
の
サ
ポ
ー
ト
で

単
純
業
務
に
か
け
る
時
間
を
カ
ッ
ト
で
き
れ

ば
、
税
理
士
は
よ
り
高
付
加
価
値
な
仕
事
に

注
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
期

待
を
抱
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
先
端
技
術

の
進
歩
に
常
に
気
を
配
り
つ
つ
、
ま
ず
は
新

法
人
の
経
営
体
制
を
し
っ
か
り
と
強
固
な
も

の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お父様が石川県の伝統工芸品・九谷焼の職人だった
ことから、平野先生は子どもの頃から工芸品に対する
愛着が強く、大学卒業後の一時期には地元で九谷焼の
修業を積んでいました。その後、社会経験を積むべく
親戚の紹介で会計事務所で働くことに。そして、仕事
に励むなかで関与先から信頼されることなどにやりが
いを感じるようになって独立を決意。1989年に税理士資
格を取得し、翌年に開業しました。以前勤めていた事
務所からの支援などもあって、関与先の件数は順調に
伸びていったそうです。その後、2010年に法人化し、18
年12月に新大和税理士法人を設立、代表に就任しました。

税 理 士 ま で の 歩 み

中小企業・小規模事業者の事業承継支援に注力する平野 豊先生
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法
人
ま
た
は
事
業
所
単
位
で
の
入

会
、
ま
た
従
業
員
全
員
が
会
員
と
し

て
登
録
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
。
表
の
通
り
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会

の
会
員
な
ら
び
に
そ
の
顧
問
先
企
業

で
あ
れ
ば
入
会
金
が
無
料
で
、
月
会

費
は
一
律
一
人
8
0
0
円
の
特
別
料

金
に
な
り
、
そ
の
月
会
費
は
福
利
厚

生
費
と
し
て
損
金
計
上
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
福
利
厚
生
倶
楽
部
に
入
会

し
た
本
会
会
員
な
ら
び
に
そ
の
顧
問

先
企
業
の
月
会
費
の
一
部
は
、
紹
介

手
数
料
と
し
て
本
会
に
支
払
わ
れ
ま

す
。
皆
様
の
事
務
所
や
顧
問
先
企
業

の
福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、

本
会
の
活
動
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
本
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
な

ら
び
に
積
極
的
な
ご
紹
介
を
ぜ
ひ
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

現
在
、
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

っ
て
お
り
、
上
記
特
典
に
加
え
て
、

福
利
厚
生
倶
楽
部
で
利
用
で
き
る

「
宿
泊
補
助
券
一
人
2
0
0
0
円
分
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
（
例
：

10
名
で
の
加
入
で
2
万
円
分
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
）。
本
年
3
月
29
日
（
金
）

ま
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
入
会
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　ミロク会計人会には、さまざまな会員メリット
があります。このコーナーでは毎回、その魅力
を詳しくお伝えします。

シ
ェ
ア
は
50
％
で
、
特
に
中
小
規
模

の
法
人
で
の
導
入
実
績
が
突
出
し
て

い
ま
す
。

　

主
に
は
全
国
の
宿
泊
施
設
を
特
別

料
金
で
利
用
で
き
た
り
、
飲
食
店
や

映
画
鑑
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど

全
国
各
地
の
サ
ー
ビ
ス
を
お
得
な
料

金
で
利
用
で
き
る
と
い
っ
た
も
の
が

あ
り
、
他
に
も
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
や

在
宅
介
護
、
資
格
取
得
支
援
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
福
利
厚
生
倶
楽

部
の
会
員
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
最

大
3
親
等
の
親
族
ま
で
利
用
す
る
こ

多
様
な
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
可
能
に

　

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
は
、
福
利
厚
生

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
等
を
手
掛

け
る
（
株
）
リ
ロ
ク
ラ
ブ
と
業
務
提

携
契
約
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
が
提
供
す
る
福
利
厚
生
サ
ー

ビ
ス
「
福
利
厚
生
倶
楽
部
」
は
、
余

暇
・
生
活
に
ま
つ
わ
る
10
万
種
類
以

上
の
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
揃
え
て
お

り
、
契
約
社
数
は
約
1
万
社
、
会
員

数
6
3
0
万
人
に
上
り
ま
す
。
業
界

と
が
で
き
ま
す
。

採
用
活
動
に
も
役
立
つ

福
利
厚
生
の
充
実

　

さ
ま
ざ
ま
な
業
界
で
人
材
不
足
が

指
摘
さ
れ
る
今
、
給
与
以
外
の
福
利

厚
生
の
充
実
も
他
社
と
の
差
別
化
を

図
る
ツ
ー
ル
と
な
り
得
ま
す
。
ま
た
、

福
利
厚
生
倶
楽
部
は
10
万
以
上
の
サ

ー
ビ
ス
が
あ
る
の
で
、
事
業
所
の
所

在
地
に
か
か
わ
ら
ず
〝
平
等
な
福
利

厚
生
制
度
〞
が
手
軽
に
導
入
で
き
る

こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
で
す
。

ミロク会計人会の

ミリョク

規模 入会金 月会費
（1名様あたり）

100名未満 30,000円⇒無料 1,000円⇒800円
100〜1,000名未満 50,000円⇒無料 900円⇒800円

「福利厚生倶楽部」のサービス例

全国対応について

ミロク会計人会会員ならびに顧問先企業 特別価格 ※別途消費税
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シリーズ企画

消費税増税に伴う実務対応
2019年10月1日に、消費税率等が10％に引き上げられる予定です。

増税が実行されることにより生じる影響や、軽減税率への対応、来たるインボイス制度への準備など、
事前に対策を立てることが肝要です。そこで本稿では、消費税増税に伴う実務対応について解説します。

1
．
概
要

消
費
税
率
等
10
％
へ
の
引
き
上
げ
時
期
が

目
前
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
低
所
得

者
対
策
と
し
て
軽
減
税
率
制
度
も
実
施
さ
れ

る
た
め
、
同
日
以
降
は
、
経
過
措
置
に
伴
う

旧
税
率
8
％
、
軽
減
税
率
8
％
、
標
準
税
率

10
％
の
3
つ
の
税
率
が
存
在
し
ま
す
。

ま
た
、
現
行
の
請
求
書
等
保
存
方
式
が
、

2
0
1
9
年
10
月
1
日
か
ら
区
分
記
載
請
求

書
等
保
存
方
式
と
な
り
、2
0
2
3
年
10
月

1
日
か
ら
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
）
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
図
表

1
の
通
り
で
す
。

2
．
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
経
過
措
置

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
経
過
措
置
の

適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、2
0
1
9
年
10
月

1
日
以
後
の
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
つ
い
て

も
、
旧
税
率
8
％
を
適
用
し
ま
す
。
こ
の
経

過
措
置
の
う
ち
、
指
定
日
が
定
め
ら
れ
て
い

る
経
過
措
置
に
つ
い
て
は
、
指
定
日
の
前
日

（
2
0
1
9
年
3
月
31
日
）
ま
で
に
契
約
等

を
締
結
す
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
経
過
措
置
で
は
、「
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
に
規
定
す
る
再
商
品
化
等
の
税
率
等
に

関
す
る
経
過
措
置
」
が
新
た
に
定
め
ら
れ
ま

し
た
（
平
成
26
年
改
正
消
令
附
則
5
⑤
）。

3
．
軽
減
税
率
制
度

（
1
）
軽
減
税
率
の
対
象
品
目

軽
減
税
率
の
対
象
品
目
は
、
次
の
①
と
②

で
す
（
消
法
2
①
九
の
二
、
別
表
第
一
、
平

成
28
年
改
正
法
附
則
34
①
、
軽
減
Q
＆
A
制

度
概
要
編
問
1
）。

長
な が の

野 匡
ま さ じ

司 氏

1983年、税理士試験合格。84年に
坂内直治税理士事務所（現　税理
士法人中央税経センター）に入所
し、2004年に長野匡司税理士事務
所を開業。現在、日本税務会計学
会 法律部門委員、MJS税経システ
ム研究所 客員研究員。主な著書
は『法人税申告の実務全書』（共著、
日本実業出版社）他。

長野匡司税理士事務所 所長

シリーズ企画 Special issue

①
飲
食
料
品
（
酒
類
を
除
く
）
の
譲
渡

②
週
2
回
以
上
発
行
さ
れ
る
新
聞
の
定
期
購

読
契
約
に
基
づ
く
譲
渡

な
お
、
①
の
飲
食
料
品
の
譲
渡
に
は
、
い

わ
ゆ
る
「
外
食
」
や
「
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
」
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
図

表
2
の
通
り
で
す
。

（
2
）
税
額
計
算

軽
減
税
率
制
度
が
導
入
さ
れ
る
2
0
1
9

年
10
月
以
降
の
税
額
計
算
は
、
税
率
の
異
な

る
ご
と
に
売
上
げ
及
び
仕
入
れ
を
記
帳
し
、

税
率
ご
と
の
売
上
総
額
及
び
仕
入
総
額
を
算

出
し
、
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
売
上
税
額
及
び

仕
入
税
額
を
計
算
し
ま
す
（
消
法
30
、
45
、

平
成
28
年
改
正
法
附
則
34
②
、
軽
減
Q
＆
A

制
度
概
要
編
問
16
、
イ
ン
ボ
イ
ス
Q
＆
A
問

73
）。な

お
、
中
小
事
業
者
が
税
率
の
異
な
る
ご

と
に
区
分
す
る
こ
と
に
つ
き
困
難
な
事
情
が

あ
る
と
き
は
、
売
上
税
額
の
計
算
の
特
例

（
4
年
間
）
と
仕
入
税
額
の
計
算
の
特
例
（
1

年
〜
2
年
間
）
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
平
成
28
年
改
正
法
附
則
38
〜
40
）。

（
3
）
飲
食
料
品
の
譲
渡
を
行
う
事
業
者
の
懸

念
さ
れ
る
点

飲
食
料
品
の
譲
渡
と
そ
の
他
の
資
産
の
譲

渡
が
混
在
す
る
卸
売
業
・
小
売
業
・
飲
食
業

等
を
営
む
事
業
者
は
、
軽
減
税
率
の
売
上
げ

と
標
準
税
率
の
売
上
げ
を
区
分
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
区
分
を
誤
る
と
深
刻
な
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図表1　軽減税率制度とインボイス制度の施行スケジュール

図表2　軽減税率の対象となる飲食料品の範囲（イメージ）

（注）中小事業者とは、基準期間における課税売上高が5,000万円以下の課税事業者をいいます。

（出典：国税庁「軽減Ｑ＆Ａ制度概要編問2」）

軽減税率対象 軽減税率対象外

ケータリング等

医薬品
医薬部外品等

一体資産

テイクアウト・
宅配等

酒類

外食

飲食料品
（食品表示法に規定する食品）

食品と食品以外の資産があらかじめ一体となっている資産で、その一体となっている資産に係る価格のみが提示
されているもののうち、税抜価額が1万円以下であって、食品に係る部分の価額の占める割合が2/3以上のもの
に限り、全体が軽減税率の対象

有料老人ホーム等で
行う飲食料品の提供

税率 8％（消費税率6.3％、
地方消費税率1.7％）

標準税率10％（消費税率7.8％、地方消費税率2.2％）
軽減税率8％（消費税率6.24％、地方消費税率1.76％）

請求書等 請求書等保存方式 区分記載請求書等
保存方式

適格請求書等保存方式（インボイス制度）

仕入税額控除の要件 帳簿及び請求書等の保存 帳簿及び
区分記載請求書等の保存

帳簿及び適格請求書等の保存

免税事業者等
からの仕入れ

全額控除 80％控除 50％控除 控除不可

売上税額の計算 割戻し計算（旧消規22条1項の特例によることも
できます）

割戻し計算又は積上げ計算

中小事業者（注）の
売上税額の計算の特例

みなし計算の選択
（4年間）

仕入税額の計算 割戻し計算 積上げ計算又は割戻し計算（売上税額が積上
げ計算の場合は仕入税額の割戻し計算不可）

中小事業者（注）の
仕入税額の計算の特例

みなし計算の選択
（1年～ 1年数カ月間）
簡易課税制度の届出の
特例（1年～ 2年間）

2019年
10月

2026年
10月

2023年
10月

2029年
10月
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現
行
制
度
の
請
求
書
等
の
記
載
事
項
に
「
軽

減
対
象
資
産
の
譲
渡
等
で
あ
る
旨
」
と
「
税

率
ご
と
に
合
計
し
た
課
税
資
産
の
譲
渡
等
の

税
込
価
額
」
を
加
え
ま
す
（
消
法
30
⑨
、
平

成
28
年
改
正
法
附
則
34
②
）。

な
お
、
当
初
か
ら
、
適
格
請
求
書
の
発
行

に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
い
、
適
格

請
求
書
の
記
載
事
項
の
う
ち
、
登
録
番
号
を

記
載
し
な
い
で
作
成
し
た
請
求
書
等
は
、
区

分
記
載
請
求
書
等
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す

（
イ
ン
ボ
イ
ス
Q
＆
A
問
34
）。

②
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
で
は
、
区
分
記

載
請
求
書
等
の
記
載
事
項
に
「
登
録
番
号
」、

「
適
用
税
率
」
と
「
税
率
ご
と
に
区
分
し
た
消

費
税
額
等
」
を
加
え
ま
す
（
消
法
30
⑨
、
57

の
4
①
）。

こ
の
「
税
率
ご
と
に
区
分
し
た
消
費
税
額

等
」
に
つ
い
て
は
、
一
の
適
格
請
求
書
等
に

つ
き
、
税
率
の
異
な
る
ご
と
に
1
回
の
端
数

処
理
を
行
い
ま
す
（
消
令
70
の
10
、
イ
ン
ボ

イ
ス
通
達
3

－

12
）。

5
．
消
費
税
増
税
に
伴
う
景
気
対
策

政
府
は
、
消
費
税
増
税
に
伴
う
景
気
悪
化

を
避
け
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
対
策
な
ど
を

講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
時
の
ポ
イ
ン
ト
還

元2
0
1
9
年
10
月
か
ら
2
0
2
0
年
6
月

そ
れ
ま
で
の
間
（
2
0
1
9
年
10
月
〜

2
0
2
3
年
9
月
）
は
、
現
行
の
「
請
求

書
等
保
存
方
式
」
を
基
本
的
に
維
持
し
つ
つ
、

区
分
経
理
に
対
応
す
る
た
め
の
一
定
の
経
過

措
置
を
講
じ
た
「
区
分
記
載
請
求
書
等
保
存

方
式
」
に
よ
り
ま
す
。

（
2
）
帳
簿
の
記
載
事
項

区
分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式
で
は
、
図

表
4
の
よ
う
に
、
課
税
仕
入
れ
が
軽
減
対
象

資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に

は
、
現
行
の
帳
簿
の
記
載
事
項
に
「
軽
減
対

象
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
も
の
で
あ
る
旨
」

を
加
え
ま
す
（
消
法
30
⑧
、
平
成
28
年
改
正

法
附
則
34
②
）。

飲
食
料
品
の
譲
渡
等
を
行
わ
な
い
事
業
者

で
あ
っ
て
も
、
福
利
厚
生
費
・
交
際
費
等
で

処
理
す
る
お
弁
当
代
や
お
菓
子
代
等
の
課
税

仕
入
れ
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
記
載
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
で
の
帳

簿
の
記
載
事
項
は
、
区
分
記
載
請
求
書
等
保

存
方
式
の
帳
簿
の
記
載
事
項
と
同
様
で
す
。

（
3
）
請
求
書
等
の
記
載
事
項

請
求
書
等
保
存
方
式
、
区
分
記
載
請
求
書

等
保
存
方
式
、
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
で

の
請
求
書
等
の
記
載
事
項
を
比
較
す
る
と
、

図
表
5
の
通
り
で
す
。

①
区
分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式

区
分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式
で
は
、
軽

減
対
象
資
産
の
譲
渡
等
で
あ
る
場
合
に
は
、

事
態
が
生
じ
ま
す
。

例
え
ば
、
取
引
先
に
飲
食
料
品
の
譲
渡
と

し
て
軽
減
税
率
に
よ
り
請
求
し
て
い
た
事
業

者
が
、
後
日
税
務
調
査
等
で
飲
食
料
品
の
譲

渡
に
該
当
し
な
い
旨
の
指
摘
を
受
け
た
と
き

は
、
多
額
の
追
徴
税
額
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
、
取
引
先
に
対
し

遡
っ
て
標
準
税
率
と
軽
減
税
率
の
税
額
の
差

額
を
請
求
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
事

業
者
が
こ
の
差
額
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

（
4
）
軽
減
税
率
対
策
補
助
金

軽
減
税
率
制
度
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
る

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等
に
対
し
て
、

複
数
税
率
対
応
レ
ジ
の
導
入
や
、
受
発
注
シ

ス
テ
ム
の
改
修
等
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
「
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
」
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。

4
．
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

（
1
）
仕
入
税
額
控
除
の
方
式

複
数
税
率
に
対
応
し
た
仕
入
税
額
控
除
の

方
式
と
し
て
、
図
表
3
の
よ
う
に
、「
適
格
請

求
書
等
保
存
方
式
」（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
が

2
0
2
3
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
ま
す
。
適

格
請
求
書
を
交
付
し
よ
う
と
す
る
課
税
事
業

者
は
、
税
務
署
長
に
「
適
格
請
求
書
発
行
事

業
者
の
登
録
申
請
書
」
を
提
出
し
、
登
録
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
消
法
57
の
2
①

②
）。

図表3　仕入税額控除の方式

 請求書等保存方式 区分記載請求書等保存方式   適格請求書等保存方式
（インボイス制度）

2019年
10月1日

2023年
10月1日

8月刊税理士事務所CHANNEL



ま
で
の
9
カ
月
間
、
中
小
店
舗
に
お
い
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
電
子
マ
ネ
ー
、Q
R

コ
ー
ド
な
ど
で
代
金
決
済
を
し
た
場
合
に
は
、

5
％（
大
手
企
業
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ

ー
ン
店
は
2
％
）
の
ポ
イ
ン
ト
が
還
元
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
医
療
費
、
学
校
の
授
業
料
等
、

金
券
類
、
自
動
車
や
住
宅
な
ど
は
、
適
用
対

象
外
と
な
る
予
定
で
す
。

②
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

低
所
得
世
帯
や
2
歳
以
下
の
子
が
い
る
世

帯
を
対
象
に
、
購
入
額
に
一
定
額
を
上
乗
せ

し
て
使
え
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
が
発

行
さ
れ
ま
す
。

③
住
宅
取
得
対
策

現
行
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
で
は
控

除
期
間
が
10
年
間
で
す
が
、2
0
2
0
年
12

月
ま
で
の
消
費
税
率
等
10
％
の
住
宅
取
得
等

に
つ
い
て
は
、
控
除
期
間
を
3
年
間
延
長
し
、

こ
の
3
年
間
で
消
費
税
増
税
分
の
範
囲
内
で

控
除
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
す
ま
い
給
付
金
を
拡
充
す
る
と
と

も
に
、
次
世
代
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
す
。

④
車
体
課
税

2
0
1
9
年
10
月
以
後
に
新
車
新
規
登
録

を
受
け
た
自
家
用
乗
用
車
を
対
象
に
、
自
動

車
税
が
減
税
さ
れ
ま
す
。

こ
の
他
、
購
入
時
の
税
負
担
も
軽
く
す
る

な
ど
、
車
体
課
税
に
つ
い
て
大
幅
な
改
正
が

行
わ
れ
ま
す
。

図表5　請求書等の記載事項の比較（インボイスＱ＆Ａ問34を参考に作成）

図表4　帳簿の記載事項の比較（軽減Ｑ＆Ａ制度概要編問12を参考に作成）

請求書等保存方式
（現行制度）

区分記載請求書等保存方式・適格請求書等保存方式
（2019年10月１日～）

イ　課税仕入れの相手方の氏名又は名称
ロ　課税仕入れを行った年月日
ハ　課税仕入れに係る資産又は役務の内容
 
  
 
ニ　課税仕入れに係る支払対価の額

イ　課税仕入れの相手方の氏名又は名称
ロ　課税仕入れを行った年月日
ハ　課税仕入れに係る資産又は役務の内容（課税仕入れが

他の者から受けた軽減対象資産の譲渡等に係るもので
ある場合には、資産の内容及び軽減対象資産の譲渡等
に係るものである旨）

ニ　課税仕入れに係る支払対価の額

（注）これまでの帳簿の記載事項に加え、下線部分が追加されました。

請求書等保存方式
（現行制度）

区分記載請求書等保存方式
（2019年10月1日～ 2023年9月30日）

適格請求書等保存方式
（2023年10月1日～）

イ　書類の作成者の氏名又は名称

ロ　課税資産の譲渡等を行った年月日
ハ　課税資産の譲渡等に係る資産又は

役務の内容
 
 
 
ニ　課税資産の譲渡等の税込価額
 
 

ホ　書類の交付を受ける事業者の氏名
又は名称

イ　書類の作成者の氏名又は名称

ロ　課税資産の譲渡等を行った年月日
ハ　課税資産の譲渡等に係る資産又は

役務の内容（課税資産の譲渡等が
軽減対象資産の譲渡等である場合
には、資産の内容及び軽減対象資
産の譲渡等である旨）

ニ　税率ごとに合計した課税資産の譲
渡等の税込価額

 

ホ　書類の交付を受ける事業者の氏名
又は名称

イ　適格請求書発行事業者の氏名又は
名称及び登録番号

ロ　課税資産の譲渡等を行った年月日
ハ　課税資産の譲渡等に係る資産又は

役務の内容（課税資産の譲渡等が
軽減対象資産の譲渡等である場合
には、資産の内容及び軽減対象資
産の譲渡等である旨）

ニ　課税資産の譲渡等の税抜価額又は
税込価額を税率ごとに区分して合
計した金額及び適用税率

ホ　税率ごとに区分した消費税額等

ヘ　書類の交付を受ける事業者の氏名
又は名称

（注）1.区分記載請求書等保存方式では、現行制度（軽減税率制度の実施前）の請求書等の記載事項に下線（実線）部分が追
加されます。

2.適格請求書等保存方式では、区分記載請求書等の記載事項に下線（複線）部分が追加・変更されます。
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我 が 事 務 所 の

顧問先紹介

イ
ン
は
お
ろ
か
ぶ
ど
う
の
栽
培
に
す
ら
携
わ

っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
担
当
者

が
新
潟
で
ぶ
ど
う
の
栽
培
や
ワ
イ
ン
造
り
を

学
び
、
そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
な
が

ら
山
を
切
り
拓
き
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
2
0
1
1
年
10

月
に
ど
う
に
か
オ
ー
プ
ン
に
漕
ぎ
着
け
た
の

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
4
カ
月
前
に
発

起
人
の
誠
二
さ
ん
は
癌
で
他
界
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
以
来
、
誠
二
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
で

あ
る
釣 

吉
範
さ
ん
が
そ
の
意
思
を
継
ぎ
、
こ

の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

梶　

ど
の
よ
う
な
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
目
指
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。

梶 

義
明
所
長
（
以
下
、
敬
称
略
）　

ま
ず
は

あ
ら
た
め
て
起
業
の
経
緯
か
ら
伺
え
ま
す
か
。

飯
田 

健
児
取
締
役
兼
マ
ネ
ジ
ャ
ー（
以
下
、

敬
称
略
）　

ワ
イ
ナ
リ
ー
と
し
て
の
オ
ー
プ
ン

は
2
0
1
1
年
な
の
で
す
が
、
そ
の
ア
イ
デ

ア
が
出
た
の
は
06
年
、
開
墾
し
始
め
た
の
は

07
年
、
ぶ
ど
う
の
栽
培
を
始
め
た
の
は
08
年

で
す
。
母
体
は
地
元
・
氷
見
市
で
江
戸
時
代

か
ら
続
く
「
釣
屋
」
と
い
う
魚
問
屋
で
、
そ

の
次
男
に
あ
た
る
釣つ
り 

誠
二
さ
ん
の
農
業
や
も

の
づ
く
り
に
対
す
る
情
熱
か
ら
誕
生
し
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
社
員
は
全
員
、
ワ

SAYSFARM

飯
田　

氷
見
に
は
寒
ブ
リ
を
は
じ
め
と
し
た

魚
介
類
や
氷
見
牛
な
ど
、
魅
力
的
な
食
材
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
食
材
に

マ
ッ
チ
す
る
よ
う
な
ワ
イ
ン
造
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
特
に
母
体
が
魚
問
屋
で
す
の
で
、

魚
介
類
と
の
相
性
は
か
な
り
意
識
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

梶　

氷
見
の
気
候
や
環
境
は
ワ
イ
ン
造
り
に

適
し
て
い
る
の
で
す
か
。

飯
田　

ぶ
ど
う
は
そ
も
そ
も
長
い
日
照
時
間

と
昼
夜
間
の
寒
暖
差
を
要
す
る
作
物
な
の
で
、

日
照
時
間
が
少
な
い
日
本
海
側
は
決
し
て
最

適
地
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
私
た

ち
は
オ
ー
プ
ン
以
来
、
何
度
と
な
く
異
な
る

ぶ
ど
う
の
品
種
の
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

ど
の
品
種
が
最
も
こ
の
気
候
と
環
境
に
合
う

の
か
を
模
索
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

最
近
ヒ
ッ
ト
し
た
の
が
、
主
に
ス
ペ
イ
ン
北

西
部
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
ア
ル
バ
リ
ー
ニ
ョ

と
い
う
白
ぶ
ど
う
の
品
種
で
す
。
当
ワ
イ
ナ

リ
ー
と
同
様
、
海
に
面
し
た
高
台
で
栽
培
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
試
し
た
と
こ
ろ
、
氷

見
ら
し
い
ぶ
ど
う
に
な
り
、
ワ
イ
ン
の
ク
オ

リ
テ
ィ
の
幅
も
格
段
に
広
が
り
ま
し
た
。

梶　

そ
の
ほ
か
の
品
種
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

飯
田　

シ
ャ
ル
ド
ネ
や
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
・

ブ
ラ
ン
、
メ
ル
ロ
ー
、
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ

ィ
ニ
ヨ
ン
な
ど
を
栽
培
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名

を
冠
し
た
ワ
イ
ン
を
造
っ
て
い
ま
す
。
看
板

商
品
は
「
シ
ャ
ル
ド
ネ
」
と
「
オ
ジ
コ
シ
ャ

富山湾を望む高台にあるワイナリー
「SAYSFARM（セイズファーム）」。
地元の魚問屋が立ち上げたこのワイナリーは、
徐々にブラッシュアップを重ね、
近年では「日本ワインコンクール2017」の
欧州種系白ワイン部門で金賞を受賞するまでに。
現在に至るまでの経緯や特徴について、
梶義明税理士事務所の梶 義明所長が
インタビューしました。

氷
見
の
魚
問
屋
が
始
め
た
ワ
イ
ナ
リ
ー

富山湾を望む抜群のロケーション 看板商品の「シャルドネ」レストランとショップを兼ねた建物の外観
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梶義明税理士事務所
所長 梶 義明
所在地 富山県高岡市
 本郷1-2-7 河井ビル2F
Tel. 0766-25-7722

株式会社T-MARKS（SAYSFARM）
代表者  釣 吉範
設立  2007年
資本金  500万円
事業内容  ワインの製造・販売、
  レストラン・ゲストハウスの運営
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  余川字北山238
Tel.  0766-72-8288

ル
ド
ネ
」
で
、
樽
を
使
用
せ
ず
ぶ
ど
う
の
風

味
を
前
面
に
押
し
出
し
た
オ
ジ
コ
シ
ャ
ル
ド

ネ
は
「
日
本
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
2
0
1
7
」

の
欧
州
種
系
白
ワ
イ
ン
部
門
で
金
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
は
ロ
ゼ
の
評
価
も

高
い
の
で
す
が
、
ロ
ゼ
に
関
し
て
は
毎
年
使

用
す
る
品
種
を
変
え
て
お
り
、
し
っ
か
り
と

辛
口
に
な
る
よ
う
に
栽
培
段
階
か
ら
調
整
し

て
い
ま
す
。

梶　

生
産
量
に
関
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

飯
田　

現
在
の
生
産
量
は
フ
ル
ボ
ト
ル
に
換

算
す
る
と
、
年
間
2
万
5
0
0
0
本
く
ら
い

で
す
。
オ
ー
プ
ン
時
と
比
べ
る
と
お
よ
そ
倍

近
く
の
生
産
量
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
品
切
れ
が
相
次
い
で
い
る
の
で
、
畑
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
低
地
な
ど
で
も
ぶ
ど
う

を
栽
培
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
枠
に
留
ま
ら
な
い
取
り
組
み

梶　

ワ
イ
ナ
リ
ー
を
拠
点
と
し
た
食
文
化
の

発
信
に
も
努
め
ら
れ
て
お
り
、
敷
地
内
で
レ

ス
ト
ラ
ン
を
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

飯
田　

も
と
も
と
は
カ
フ
ェ
程
度
の
規
模
を

想
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ワ
イ
ン
が
評
価

さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
よ
り
素
晴
ら
し
い

料
理
と
一
緒
に
ワ
イ
ン
と
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

料
理
や
食
材
に
も
こ
だ
わ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
母
体
が
魚
問
屋
で
す
か
ら
魚

介
類
に
は
絶
対
の
自
信
が
あ
り
ま
す
し
、
肉

や
野
菜
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
地
元
産
の

厳
選
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
分
た
ち
で
ハ
ー
ブ
を
育
て
た
り
、
養
鶏
し

て
卵
を
取
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

梶　

敷
地
内
に
は
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
運

営
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

飯
田　

2
0
1
4
年
か
ら
1
棟
貸
し
、
1
日

1
組
限
定
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
提
供
し
て
い

ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
や
家
具
、
食
器
な
ど
も
備

え
付
け
て
あ
る
の
で
、
町
で
氷
見
の
食
材
を

購
入
し
、
調
理
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
宿
泊
可
能
人
数
は
合

計
6
人
で
、
ご
夫
婦
や
ご
家
族
、
グ
ル
ー
プ

で
宿
泊
さ
れ
る
方
た
ち
が
多
い
で
す
。

梶　

収
穫
祭
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

飯
田　

毎
年
10
月
上
旬
に
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
敷

地
内
で
「
S
A
Y
S
D
A
Y
S（
セ
イ
ズ
デ

イ
ズ
）」
と
い
う
感
謝
祭
を
2
日
間
、
催
し
て

い
ま
す
。
1
日
目
は
関
係
者
を
中
心
に
ご
招

待
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
2
日
目
は
地
元
の
人

た
ち
や
観
光
客
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
で
6
年
目
と
な
る
催
し
で
す
が
、
い
ま
や

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
最
近
で
は
敷
地
内

で
料
理
教
室
や
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た

り
、
東
京
で
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
彩
な
取
り
組

み
を
通
し
て
、
富
山
の
ワ
イ
ン
や
食
材
の
素

晴
ら
し
さ
を
発
信
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

SAYSFARMについて
オープン時からワイナリーとしての

ストーリーや亡き誠二さんの思いを
大切にされており、多彩でありなが
ら筋の通った取り組みを実施されて
います。 私は彼らが山を開墾して
いる頃から知っているのですが、正
直、ここまで立派なワイナリーが出
来上がるとは思ってもみませんでし
た。富山湾を望む美しいロケーショ
ンと個性的でおいしいワインと料理は、
いまや県内外の多くの人たちにとっ
て訪問の〝目的地〟となっているの
で、氷見出身の私としても大いに誇
らしいし、うれしいかぎりです。これ
からも引き続きSAYSFARMにしか
できない多彩な取り組みを展開して
いってほしいと思います。（梶先生）

食材にこだわり、ワインとの相性を追求した料理
を提供。写真は桜鱒のコンフィ

（右から）飯田 健児マネジャー、梶 義明所長

昨年10月に開催された感謝祭の模様 レストランのテーブルからは緑豊かな景色が楽しめる
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を
か
け
て
海
底
か
ら
地
下
水
と
な
っ
て
湧
出

し
て
蜃
気
楼
を
現
出
さ
せ
た
り
、
太
古
の
世

界
の
埋
没
林
を
海
中
に
保
存
し
た
り
、
ホ
タ

ル
イ
カ
の
産
卵
に
適
し
た
環
境
を
生
み
出
し

た
り
し
て
い
る
点
も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
5
月
に
設
立
5
年
目
を
迎
え
る
「
美

し
い
富
山
湾
ク
ラ
ブ
」
は
1
1
4
の
法
人
会

員
と
3
1
7
人
の
個
人
会
員
か
ら
な
り
ま
す
。

富
山
湾
を
囲
む
の
は
富
山
市
、
高
岡
市
、
氷

見
市
、
射
水
市
、
滑
川
市
、
魚
津
市
、
黒
部

市
、
入
善
町
、
朝
日
町
の
9
つ
の
市
町
で
す
。

当
ク
ラ
ブ
で
は
こ
れ
ら
の
地
域
で
地
元
の
方
々

と
と
も
に
景
観
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
8
月
5
日

に
は
射
水
市
海
老
江
海
浜
公
園
で
「
グ
ル
ッ
と

手
を
つ
な
い
で
、
美
し
い
富
山
湾
」（「
富
山

湾
ふ
れ
あ
い
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と

同
時
開
催
）
を
開
催
し
、5
2
0
人
が
ゴ
ミ
の

回
収
作
業
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
作

業
終
了
後
に
は
参
加
者
全
員
で
手
を
つ
な
い

で
湾
を
囲
み
「
ブ
ラ
ボ
ー
！
」
と
声
を
あ
げ
、

富
山
湾
を
慈
し
み
ま
し
た
。
今
年
10
月
に
は

「
世
界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」
総
会
が
富

山
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
富
山
湾
岸
50

㎞
を
5
万
人
で
手
を
つ
な
い
で
囲
む
と
い
う

壮
大
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
世
界
中
の
湾
が
抱
え
る
共
通
の
課

題
が
海
洋
ゴ
ミ
の
問
題
で
す
。
日
本
の
海
岸
に

は
毎
年
60
万
t
程
度
の
ゴ
ミ
が
漂
着
し
ま
す
が
、

そ
の
中
に
含
ま
れ
る
人
工
物
の
う
ち
、
プ
ラ
ス

3
0
0
0
m
級
の
北
ア
ル
プ
ス
・
立
山

連
峰
か
ら
50
㎞
で
海
に
達
し
、
岸
か

ら
10
㎞
で
水
深
1
0
0
0
m
以
上
の
海
底
に

達
す
る
富
山
湾
。
そ
の
急
峻
さ
は
世
界
に
類

を
見
な
い
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も

世
界
中
の
ダ
イ
バ
ー
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

こ
の
富
山
湾
が
「
世
界
で
最
も
美
し
い
湾
ク

ラ
ブ
」
に
加
盟
認
定
さ
れ
た
際
に 

最
も
評
価

さ
れ
た
の
は
、
や
は
り
「
海
越
し
に
見
え
る

3
0
0
0
m
級
の
立
山
連
峰
」
で
し
た
。
雄

大
な
景
観
が
素
晴
ら
し
い
だ
け
で
な
く
、
山
々

に
降
り
注
い
だ
雨
や
雪
の
半
分
が
長
い
年
月

チ
ッ
ク
と
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
が
9
割
超
と
な
っ

て
い
ま
す
。
対
馬
海
流
に
乗
っ
て
運
ば
れ
て
く

る
海
洋
ゴ
ミ
は
能
登
半
島
で
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て

い
る
た
め
、
富
山
湾
に
流
れ
着
く
漂
着
ゴ
ミ
は

川
の
上
流
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
県
内
の
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
う
し
た
海
岸
ゴ
ミ
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
拾
い
集

め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
ゴ
ミ
は
い
つ

ま
で
経
っ
て
も
減
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
ま

す
ま
す
上
流
域
の
人
た
ち
を
巻
き
込
ん
だ
ゴ
ミ

を
捨
て
な
い
運
動
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
わ
な

い
運
動
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

当
ク
ラ
ブ
は
こ
の
他
、
昨
年
で
4
年
連
続

開
催
と
な
っ
た
「
タ
モ
リ
カ
ッ
プ
」
富
山
大
会

で
の
海
上
パ
レ
ー
ド
、
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
の
ほ

か
、
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
、
富
山
大
学
経
済
学
部

と
の
共
同
講
義
な
ど
の
開
催
を
通
し
、
富
山
湾

の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
こ
の
〝
宝
物
〞

に
対
す
る
誇
り
を
県
民
の
皆
さ
ん
に
持
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

北陸会企画

プラごみと呼ばれる発泡スチ
ロール、ペットボトル、レジ袋
などのゴミを減らすことが課題
となっている

雨晴（あまはらし）海岸。高岡市
北部の海岸で海越しの立山が見
える絶景ポイント。能登半島国
定公園に指定されている

高桑 幸一理事・事務局長。北陸
電力でエンジニアとして勤務し
た後、富山ユネスコ協会会長を
務めた経歴を持つ

「タモリカップ」富山大会のヨッ
トパレードでベストパフォーマ
ンス賞を獲得した花子チーム。
パレードとヨットレースは誰で
も観覧できる

氷見市沖合1kmにある富山県
最大の無人島、虻ヶ島（あぶがし
ま）から望む立山連峰

世界で最も美しい
湾クラブ

「湾を活かした観光振興と資源保護、
そこに暮らす人々の生活様式や伝統
の継承、景観（シースケープ）保全」を
目的にユネスコの後援により1997年
に発足したNGO。本部はフランス・
ヴァンヌ市。モンサンミッシェル（フ
ランス）、ハロン湾（ベトナム）など
26カ国・1地域の44湾が加盟。日本
からは富山湾、松島湾、駿河湾、宮津
湾、九十九島湾の5湾が加盟しており、
2018年8月には富山県高岡市でこの
5湾の連携シンポジウムが開催された。

［DATA］
「美しい富山湾クラブ」事務局
富山県富山市小杉120 （株）PCO内　☎076-461-7027　http://toyamabay.club

海越しに立山連峰を望む
世界でも稀有な景観の富山湾

　2014年に「世界で最も美しい湾クラブ」に加盟した富山湾。日本海から立山
連峰までの雄大な景観や漁業・工業・商業・観光などの経済活動、県民参加に
よる海を守る活動などが高く評価されたもので、翌15年には「美しい富山湾クラ
ブ」が発足されました。同クラブの理事・事務局長の高桑 幸一氏（富山大学経
済学部客員教授・富山県セーリング連盟理事長）に、富山湾の特徴と環境保全
のための取り組みと同クラブの活動についてご紹介いただきました。
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思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
こ
こ
で

は
用
途
の
説
明
は
し
ま
せ
ん
が
、「
み
り
ん
」

は
酒
類
の
う
ち
「
混
成
酒
類
」
に
分
類
さ
れ

る
の
で
税
率
は
10
％
と
な
り
ま
す
が
、「
み
り

ん
風
調
味
料
」
は
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
っ
て
い

な
い
の
で
8
％
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
軽
減
税
率
の
適
用
判
断
で
や
や
こ

し
い
の
が
、
重
曹
や
ク
エ
ン
酸
。
重
曹
や
ク

エ
ン
酸
は
、
掃
除
や
調
理
な
ど
で
使
わ
れ
ま

す
が
、
掃
除
用
な
ら
10
％
、
調
理
用
な
ら
8

％
に
な
り
ま
す
。
販
売
す
る
お
店
側
が
飲
食

か
否
か
を
判
断
し
て
販
売
す
る
の
で
、
お
店

が
食
用
と
し
て
商
品
を
販
売
し
た
場
合
は
、

客
が
そ
れ
以
外
の
目
的
で
購
入
し
た
と
し
て

も
8
％
に
な
り
ま
す
。

食
品
衛
生
法
に
規
定
す
る
「
添
加
物
」
に

つ
い
て
も
、
食
品
か
化
粧
品
か
の
判
断
が
出

て
き
ま
す
。

＆
A（
個
別
事
例
編
）」
が
公
表
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
こ
れ
を
理
解
す
る

に
は
会
計
事
務
所
の
力
が
不
可
欠
で
す
。
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
が
軽
減
税
率
適
用
と
は
関
係
の

な
い
業
種
で
も
、
会
議
費
や
交
際
費
と
し
て

飲
食
料
品
な
ど
を
購
入
す
る
こ
と
は
ど
の
企

業
に
も
あ
る
の
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
へ
の
指

導
や
対
応
が
必
要
で
す
。
ビ
ー
ル
か
ノ
ン
ア

ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
か
で
も
税
率
が
違
い
ま
す
。

商
品
・
用
途
に
よ
る
判
断
の
難
し
さ

ア
ル
コ
ー
ル
関
係
が
絡
む
商
品
に
関
し
て

は
、
判
断
に
迷
う
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
が
「
み
り
ん
」。
似
た
よ
う
な

も
の
に
「
み
り
ん
風
調
味
料
」
が
あ
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
で
は
、「
み
り
ん
」
と
「
み
り
ん
風

調
味
料
」
が
並
ん
で
陳
列
さ
れ
て
い
る
の
で
、

用
途
を
知
ら
な
い
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
と

今
年
10
月
1
日
か
ら
、
消
費
税
率
が
10

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
併
せ
て
軽
減

税
率
が
導
入
さ
れ
ま
す
が
、
軽
減
税
率
と
イ

ン
ボ
イ
ス
の
対
応
に
は
し
ば
ら
く
混
乱
が
続

き
そ
う
で
す
。
税
務
署
で
も
事
業
者
向
け
の

研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
参
加
し
て

み
た
と
こ
ろ
「
こ
こ
か
ら
は
自
分
で
読
ん
で

お
い
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
説
明
が
多
く
、

な
か
な
か
理
解
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
で
す
。

お
そ
ら
く
税
務
署
ご
と
に
研
修
回
数
に
ノ
ル

マ
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
こ
な
す
の
に
必
死

で
研
修
の
中
身
ま
で
追
い
つ
い
て
い
な
い
の

で
し
ょ
う
。

さ
て
、
釈
迦
に
説
法
に
な
り
ま
す
が
、
軽

減
税
率
適
用
の
判
断
は
、
課
税
仕
入
れ
に
も

繋
が
っ
て
く
る
の
で
、
8
％
な
の
か
10
％
な

の
か
の
判
断
は
重
要
で
す
。
国
税
庁
か
ら
既

に
「
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
Q

こ
の
他
、
医
薬
品
や
栄
養
ド
リ
ン
ク
な
ど

も
判
断
に
迷
い
そ
う
で
す
。
消
費
税
の
軽
減

税
率
の
対
象
に
医
薬
品
等
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
栄
養
ド
リ
ン
ク
や
健
康
食
品
な
ど
、

ど
ち
ら
に
も
と
れ
る
も
の
が
多
々
あ
り
ま
す
。

栄
養
ド
リ
ン
ク
は
そ
の
含
有
成
分
に
よ
っ
て

分
類
が
違
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
医
薬
品

等
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
が
異
な
り
ま
す
。

・
医
薬
品
等
に
該
当
（
消
費
税
率
10
％
）
＝

効
果
も
副
作
用
も
高
い
順
に
、
第
2
類
医

薬
品
、
第
3
類
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品

（
例
え
ば
、
ユ
ン
ケ
ル
、
リ
ポ
ビ
タ
ン
D
、

ゼ
ナ
ジ
ン
ジ
ャ
ー
、
チ
オ
ビ
タ
ド
リ
ン
ク
、

ア
リ
ナ
ミ
ン
、
リ
ゲ
イ
ン
な
ど
）

・
医
薬
品
等
に
該
当
し
な
い
（
軽
減
税
率
対

象
8
％
）
＝
清
涼
飲
料
水
（
例
え
ば
、
レ

ッ
ド
ブ
ル
、
タ
フ
マ
ン
V
、
ア
ミ
ノ
バ
リ

ュ
ー
、
メ
ガ
シ
ャ
キ
な
ど
）

ざ
っ
く
り
書
い
て
も
、
こ
れ
だ
け
軽
減
税

率
で
判
断
に
迷
い
そ
う
な
商
品
が
あ
り
ま
す
。

繁
忙
期
が
過
ぎ
た
4
月
以
降
か
ら
は
、
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
へ
の
周
知
、
研
修
を
本
格
化
さ
せ

た
い
も
の
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
研
修
で
も

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
別
に
対
応
す
る
こ
と
。
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
も
同
様
で
す
。
税
理
士
職
業
賠

償
責
任
保
険
で
も
消
費
税
事
故
が
多
い
で
す

が
、
軽
減
税
率
の
導
入
で
さ
ら
に
増
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
へ
の
細
か

な
指
導
が
、
会
計
事
務
所
の
消
費
税
ミ
ス
を

防
ぐ
リ
ス
ク
対
策
に
繋
が
り
ま
す
。

元税金専門紙・税理士業界紙の編集長
である業界ウオッチャーが伝える、会計事
務所業界関連の最新情報 ! 旬な話題を
読み、事務所経営や顧問先へのアドバイ
スにご活用ください。

税金・会計ニュースを他では読めない切り口で伝えるメ
ディア「KaikeiZine」の編集長。税金の専門紙「納税通信」、
税理士業界紙「税理士新聞」の元編集長で、現在は租税
調査研究会の事務局長の傍ら、会計事務所ウオッチャー
としても活動。

「KaikeiZine」ホームページ● https://kaikeizine.jp/

宮口 貴志 氏

業界ウオッチャーの
ト レ ン ド 情 報

N O W

　業界ウオッチャーのトレンド情報 NOW

消費税・軽減税率の
対応はお早めに

File 4
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事業承継の成功事例ご紹介
mmapが強力にバックアップ !

事例①自動車学校

事例②製造業

業種 エリア 売上高 スキーム 譲渡金額 成約までの期間
自動車学校 東北 約7,000万円 株式譲渡 約1億円 7カ月

業種 エリア 売上高 スキーム 譲渡金額 成約までの
期間

製造業 関東 約4億円 株式譲渡 約2億円 6カ月

案件の経緯：

　譲受側B社の社長は、人口減少により自動車学校業界
全体が低迷するなか、同じ市内にもう一校A社が存在し、
両社が価格競争をすることで収益が圧迫され共倒れにな
ってしまう可能性を懸念していました。その観点からB
社の社長は以前よりライバル校を買収し、一校に統合し
たいと考えていました。しかし、アプローチがうまくいか
ず顧問の税理士先生に相談したところ、mmapをご紹介
いただきました。そしてアドバイザーが代理でA社にア
プローチをし、交渉のテーブルについていただけること
になりました。

成約に至ったポイント：

　譲渡側A社の社長は金額面に加え、2社を統合するの
ではなく、そのままの形で残してほしいということを希
望されました。しかし、経営組織が2つに分かれたままだ
と意思決定のスピードが鈍り、せっかくの事業譲渡によ

案件の経緯：

　譲渡側C社の社長は先代から会社を引き継ぎました
が、血縁の後継者が不在で先行きを懸念しており、会社内
部からも不安視する声が聞こえていました。また、C社
の社長は経営者としてはまだまだ若く、他にやりたい事
業があったため、第三者への譲渡を希望している面もあ
りました。そこで、顧問の税理士先生に相談したところ
mmapをご紹介いただきました。
　譲受側のD社は以前、C社の事業に関連する事業を買
収しており、その事業とのシナジー効果を期待し、交渉の
テーブルについていただくことになりました。

成約に至ったポイント：

　C社はアドバイザリー契約から3カ月目に、別の会社
と一度交渉を行い、条件が合わず破談となりました。その
時点でC社の社長に、譲受企業が見つからないのではな
いかという焦りが見えたそうです。

るシナジー効果があまり期待できなくなるということを
アドバイザーが根気よく説明し、ご納得いただきました。
　また、2社はライバル関係にあったため、A社の社長
は従業員に告知をするにあたり、「譲渡」「譲受」といった
言葉は使わず、あくまでも「将来に向けた前向きな経営統
合」と説明し、理解してもらうように努めたそうです。そ
の甲斐あって、統合後も大きな混乱はありませんでした。
　自動車学校業界は全国的に再編が進んでおり、本件の
ような課題解決に対するニーズはますます高まってくる
と考えられます。

　しかし、アドバイザーが十分魅力的な会社なので新た
な譲渡先が必ず出てくるとフォローし続け、D社が見つ
かるまでの1カ月間のモチベーションを維持できたこと
は非常に重要なポイントでした。
　成約時にC社の希望額で折り合いがついたことに加え、
C社の社長の要望であった従業員の雇用継続も確保され、
また工場がC社の社長が保有する土地だったので賃借料
もD社にお支払いいただくことになりました。
　こういった諸条件も受け入れられたのは、C社の業績
が良く財務内容も健全だったことが一番の決め手ですが、
交渉時にC社の社長が非常に協力的で、質問の回答や資
料開示のスピードが速かったこともC社の魅力を十分に
D社の社長にご理解いただけ、短期間で成約できたポイ
ントになりました。

MJSのグループ会社であるMJS M＆Aパートナーズ（mmap）では、
中小企業の事業承継を積極的に支援しています。ここでは、mmapが手掛けた事業承継の成功事例と

その秘訣をmmapアドバイザーへのインタビューを基にご紹介します。
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「富山県の攻めの姿勢」

と
同
じ
よ
う
に
、
認
知
症
や
う
つ

な
ど
脳
機
能
に
効
果
的
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
メ
タ
ボ
や
、
高
血
圧

な
ど
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
も
効

く
と
い
う
非
常
に
優
れ
た
食
品
の

よ
う
で
す
。

こ
の
た
め
え
ご
ま
は
、
食
べ
る

と
十
年
長
生
き
で
き
る
と
の
言
い

伝
え
か
ら
別
名
「
ジ
ュ
ウ
ネ
ン
」

と
も
言
わ
れ
て
、
地
方
に
よ
っ
て

は
黒
い
え
ご
ま
を
黒
ジ
ュ
ウ
ネ
ン

と
呼
ん
だ
り
し
て
い
る
よ
う
で

す
。一

方
、
18
年
秋
、
い
よ
い
よ
富

山
米
の
新
品
種
で
あ
る
「
富
富

富
」
が
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

「
ふ
ふ
ふ
」
と
読
み
、
ご
は
ん
を

食
べ
た
人
に
「
ふ
ふ
ふ
」
と
微
笑

ん
で
、
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
想
い
も
込
め

て
名
付
け
ら
れ
た
と
か
。

粒
ぞ
ろ
い
が
よ
い
の
で
、
炊
き

あ
が
っ
た
ご
は
ん
は
つ
や
や
か
で

透
明
感
が
あ
り
、
口
に
入
れ
る
と

甘
み
・
旨
み
が
広
が
り
ま
す
し
、

冷
め
て
も
お
い
し
い
と
販
売
も
好

調
な
よ
う
で
す
。

ま
た
「
富
富
富
」
は
農
薬
を
抑

え
て
、
徹
底
し
た
生
産
管
理
の
も

と
で
栽
培
、
収
穫
さ
れ
た
お
米
で

す
の
で
、
安
心
し
て
お
召
し
上
が

り
い
た
だ
け
ま
す
。

富
山
県
と
い
う
と
何
か
と
地
味

に
感
じ
ら
れ
る
方
が
多
い
で
し
ょ

う
が
、
実
は
、
自
然
で
は
立
山
連

峰
・
黒
部
峡
谷
、
ま
た
、
天
然
の

生い
け
す簀
と
も
呼
ば
れ
る
富
山
湾
か
ら

は
ホ
タ
ル
イ
カ
・
白
エ
ビ
・
寒
ブ

リ
な
ど
案
外
知
ら
れ
た
名
所
、
名

産
物
が
あ
る
県
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
に
安
住
せ

ず
、
新
た
な
特
産
物
づ
く
り
に
挑

戦
す
る
富
山
県
の
攻
め
の
姿
勢

に
は
、「
現
状
維
持
は
後
退
な
り
」

を
信
条
と
す
る
私
も
大
い
に
共
感

す
る
と
こ
ろ
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
応

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
、「
え
ご
ま
油
」
が
話
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

私
の
地
元
の
富
山
市
で
は
「
富

山
え
ご
ま
」
と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン

ド
名
を
付
け
、「
え
ご
ま
」
が
よ

り
市
民
に
愛
さ
れ
地
域
に
根
差
し

た
特
産
物
と
な
る
よ
う
育
て
て
い

る
そ
う
で
す
。

富
山
市
で
は
、
2
0
1
4
年

に
山
田
地
域
の
温
泉
熱
な
ど
を
活

用
し
て
え
ご
ま
の
葉
を
栽
培
す
る

「
牛
岳
温
泉
植
物
工
場
」
を
整
備

し
ま
し
た
。
室
内
で
の
栽
培
は
全

国
で
も
例
が
な
く
、
雨
や
風
の
影

響
を
受
け
ず
に
育
っ
た
え
ご
ま
の

葉
は
、
柔
ら
か
く
、
え
ぐ
み
が
少

な
い
の
で
、
食
べ
や
す
い
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

聞
け
ば
、
え
ご
ま
油
に
豊
富

に
含
ま
れ
る
α
‐
リ
ノ
レ
ン
酸

と
い
う
成
分
は
体
内
で
E
P
A
、

D
H
A
に
変
わ
る
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
は
青
魚
に
含
ま
れ
る
成
分
と

同
じ
効
果
が
得
ら
れ
る
た
め
、
え

ご
ま
の
こ
と
を
「
畑
の
青
魚
」
と

呼
ん
だ
り
し
ま
す
。

こ
の
α
‐
リ
ノ
レ
ン
酸
は
青
魚

富山県富山市 　桶屋 泰三
北陸ミロク会計人会

税理士事務所　　　　　　　　
発行 株式会社ミロク情報サービス
 〒160-0004　東京都新宿区四谷4-29-1
 TEL. 03－5361－6309
 （経営企画・広報IRグループ）
発行人 是枝周樹
編集企画 ミロク会計人会連合会広報委員会
 ミロク会計人会事務局、
 経営企画・広報IRグループ
監修 ミロク会計人会連合会広報委員会
配信制作 東方通信社
印刷 耕文社

※本誌に掲載されている会社名及び製品名は、
各社の商標または登録商標です。禁無断転載

表紙の写真 MJSより
製品解説から経理体操まで
YouTubeで動画を配信中！

MJS YouTube
公式チャンネル

　金沢城公園の入口となっている石
川門は、城の東に位置する重要文
化財です。 宝暦9年（1759）の大
火によって全焼しましたが、天明8年

（1788）に再建され、その後修理を
重ねて現在の姿になりました。豊か
な緑の中、百万石の風格を漂わせる
その堂々たる構えが印象的です。桜
の開花時期には多くの人が花見に訪
れ、夜にはライトアップされた夜桜を楽
しむことができます。（舟野 喜代子）

「金沢城・石川門と桜」
（石川県金沢市）

【お申し込み先変更のご案内】
毎月募集しております歌舞伎座のペアチケットのお申し込み先につきまして、
従来ご案内しているFAX番号に変更がございました。ご不便をおかけしました。

（従来）0120-369-711　⇒（変更後）03-5360-3430

昨年のデビュー以降、人気が
高まっている「富富富」です
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